
５月連絡委員幹事会 会議録 

※会議議題関係部分のみ記録 

と き 令和８年５月１日(金) １５時００分～ 

ところ 市役所２階 会議室１ 

出席者：連絡委員正副幹事１２名、事務局４名、議題説明者３名、傍聴者２名 

会議内容： 

１ 市民憲章唱和 

２ あいさつ 

３ 議題 

 (1) へきなん地域福祉ハッピープランにおける地域福祉推進会議の開催について（依頼） 

（福祉課） 

  正副幹事：地区ごとにあるのか。 

  説 明 者：６月から９月までの２回については地区ごと。３回目のシンポジウムは全

体で実施する。 

  正副幹事：地域福祉計画とはどんなものか。イベントを開催するものか。 

  説 明 者：地区ごとにテーマを決めている。子どもから大人まで幅広く参加できるよ

うな企画をやる地区や、防災に関しての内容をやる地区等さまざま。これ

からの６年間、何に課題を置いて活動していくか計画するもの。 

ウォークラリー等のイベントを実施した地区もある。 

(2) 令和８年度へきなんヘルスキーパー事業へのご協力について(お願い)(健康課)  

(3) 生活習慣病予防健診の無料体験受診について（ご案内）（健康課） 

正副幹事：資料２はヘルスキーパー主体で、申請をする場合に地区の名前で申請する

ということでよいか。 

説 明 者：ヘルスキーパーのみでなくて、地区でウォーキングの事業など申請が可能 

な事業もあるので、その点は地区の実情に合わせて、ヘルスキーパーと連

携をとっていただければと思う。 

説 明 者：登録されている人を知りたいということであれば、健康課へ相談ください。 

正副幹事：ヘルスキーパーは２３地区で６４名ということだが、希望の単位は、２３

地区の地区ごとということでよいか。また、事業によって対象になるとか

対象にならないというのはあるか。 



説 明 者：２３の地区単位です。 

対象かどうかについては、まかない等は対象外で、他の補助金と重複して

いないものが対象です。 

正副幹事：会社で健康診断などやっている人が多いと思うが、誰か受ける人はいるか。 

説 明 者：今回案内しているのは、人間ドッグ方式ですので、いつもかかりつけ医で

やっている特定健康診断ではなくて、こちらを利用されるという方もいる。

連絡委員の特典となっています。 

 

(4) 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の貸出について（地域協働課） 

(5) 令和９年度コミュニティ助成事業について（地域協働課） 

正副幹事：実績はどういったものがあるか。 

  説 明 者：家庭用のエアコンや冷蔵庫、コピー機、パソコン、テレビ等の電化製品や、

カラオケセット等のレクリエーション商品、長机やパソコン等の備品があります。

埋め込み式のエアコンは建物の一部という扱いですので、対象外です。 

正副幹事：消防署で実施されるＡＥＤの講習会は地区独自にやられているのか。 

  正副幹事：西端は防災ボランティアの人にＡＥＤ講習をやってもらうように計画してい

て、町内会長全員に参加してもらう予定。 

 

４ その他  

 (1) 令和８年度碧南市消防団観閲式の挙行について 

 (2) 令和８年度未来へつなごう！スマイルトークの実施について 

  正副幹事：通知に記載のある団体が集まって開くのではなく、それぞれの団体で開くと

いうことでよいか。 

  説 明 者：よい。１つの団体の人数が少ない場合に、他の団体の会に参加してもよい。 

  正副幹事：日時や場所についても、地区から希望日を提案すれば、地域協働課が調整を

してくれるということでよいか。 

  説 明 者：地域協働課が調整をする。例えば、定例的に集まる地区の会議の前の時間と

いうでもいいと思う。 

  正副幹事：６月１日以降でも対応してもらうことは可能か。 

  説 明 者：いちおうの目途として締切を設定していますが、この日を以降であっても対



応はできると思うのでその都度相談してほしい。 

 

事 務 局：パック茶を毎回購入しているが、持ち帰っていただいている方が多いので、購入

の有無を検討してもいいと思いますが、いかがでしょうか。 

幹事全員：６月から無しで問題ない。 

 


